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　第 28 回の花葉会サマーセミナーで、会社時代の花の

育種について話をさせていただいたこと、本当にあり

がとうございました。花葉会の関係者の方々、㈱サカ

タのタネの方々に深く感謝しています。

花の育種にあこがれて
　私が生まれたのは昭和 11 年、子供のころは食べるの

がやっとの時代で、野の花以外の草花はほとんど目に

することはありませんでした。しかし、花好きだった

母親からもらった戦前の婦人雑誌の付録の園芸書があ

り、カラーの絵が載っていたので、繰り返し読むうち

に、いつしか花好きが身についたように思っています。

父の転勤で、東京から静岡に移り、中学、高校時代を

静岡で過ごしましたが、花の育種にあこがれるように

なったのは、静岡城内高校（現静岡高校）の生物の教師、

片田先生に出会えたことです。松戸の高等園芸出の先

生ですから、大先輩です。当時、城内にあった先生の

お宅に、毎日曜におじゃまし、キク、ダリア、洋ラン

の手入れの手伝いをして、花づくりの楽しさをいろい

ろ体験させていただきました。宿根草のキクや、球根

草花のダリアから種子を採り、実生から育て、新しい

品種をつくることも、大きな経験でした。

　先生の話されたことで、強く感銘を受けたのは、戦

前に、坂田武雄という人が、100％八重咲きのペチュニ

アをつくり、欧米にその種子を輸出し、その価格が種

子の目方と同じ金よりも高かったという話です。花の

育種を生涯の仕事にしたいという大きな夢が生まれ、

花の仕事をしたいなら千葉大学の園芸学部に入りなさ

いという先生のアドバイスもあり、方向が決まりまし

た。

　学生時代のアルバイト先は、藤沢の自宅から比較的

近い坂田種苗の茅ヶ崎試験場です。社長に手紙を出し

て採用され、大学 2 年、3 年の春と夏休みに働き、その

後の入社に繋がりました。

　私にとって、坂田武雄社長は、神様のような人で、

花の育種をする機会を与えていたことを、今も感謝し

ています。

奈川村に農場を開く
　入社から 40 年余り、花の育種一筋でしたが、退社し

てから、身体も丈夫なこともあり、何かできることは

ないかと考え、夏の涼しい野麦峠の下で、農場を開き

ました。

　若いころスキーが好きで、野麦スキー場のすぐ下に

山小屋を建てたのが今から 30 年前、今は松本市になっ

ていますが、奈川村という人口 2000 人ほどの村で、村

のシンボルがササユリでした。ササユリの中でも大輪

で花を多くつけるヒロハササユリです。森の手入れが

悪くなったために、野生していたものの数が少なくなっ

たと聞き、この増殖を始めたのが、農場を開くことに

したきっかけです。涼しい夏の気候を利用して、トル

コギキョウ、カンパニュラなどの新しい作型開発にも

成功しました。

　農場は標高 1300 ｍ、真夏でも夜温は 20℃以下、昼間

も 30℃を超す日はほとんどありません。おそらく日本

でいちばん高地の農場でしょう。クマ、キツネ、日本

カモシカ、イノシシ、サル、オコジョなどの野生動物

が時々姿を見せるのも楽しみです。

　育種の方は、初めは大豆やアズキ、インゲンなどの

豆類の改良を手がけていましたが、会社時代の上司で

先輩の岩佐吉純氏のアドバイスもあり、再び花の育種

を手がけることにしました。アサガオ、ミニシクラメン、

プリムラ・ポリアンサ、ナデシコ類など。始めてから

8 年を経過し、仕上げの段階に到達し、忙しい毎日を送っ

ています。

　ユニークな画期的な品種が間もなくできあがる予感

がし、夢を追い続けての花の改良は、大きな生きがい

になっています。

夢を追い続け、花の育種に生涯をかける

高　木　　誠
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　サマーセミナーで話を聞かれた方や、都合で参加で

きなかった方が、遠い所まで各地から次々に来場され、

新しい品種に強い興味を示され、例年になく忙しい夏

でした。これからは、期待されている責任を果たせる

よう、完成に向けて頑張ろうと思っています。

手がけている品目について
ユリ

　奈川に農場をつくったきっかけは、前述しましたよ

うに、当地に自生しているササユリをふやしてみたい

と思ったことです。自生しているのは標高 1,000 ～ 1,900

ｍの高地で、6 月末ごろに開花します。山草扱いにされ

ているササユリに比べると、葉幅が広く、花径も大き

く、大球になると一茎に７～８輪も花をつけるので見

事です。正式な文献はありませんが、秋のうちに球根

内で花芽が形成されること、また形態的に見ても、正

にヒロハササユリと考えられます。野生種の中から優

良個体を選抜し、増殖すれば、園芸的な価値も非常に

大きいものになると考えて、手をつけることにしまし

た。ササユリの増殖が難しいのは、耐暑性が非常に弱

いこと、とくに地温の低いところでないと育ちにくい

ことです。繁殖も木子がほとんどつかず、鱗片も薄い

ので、他のユリのような木子繁殖、鱗片繁殖ができま

せん。実生は可能ですが、開花するまで７～８年もか

かるので、メリクロンによる大量増殖を考え、山小屋

のわきに建てた自分用の部屋の地下に培養室をつくり、

選んだ優良個体の増殖を始めました。現在は丈夫で増

殖率のよいロットまでにしぼり込んだところです。ビ

ンから出したものを露地栽培していますが、ノネズミ、

イノシシ、サルに荒らされることが多く、苦労してい

ます。

　ユリは好きな花なので、他にサクユリも始めていま

す。５年前に大島で採種したものをビンの中で播き、

増殖性のよい 10 個体に絞り込んだところです。３年前

に試作用にビンから出したものが、今年の８月に開花

し、優良個体にしぼれるようになりました。ササユリ

に比べると非常に強健で増殖しやすいので、早くもの

になるような気がします。

ミニシクラメン

　ミニシクラメンは、ガーデンシクラメンとして人気

があり、生産量も多いものですが、育種をしていた国

内の種苗会社が止めてしまったことで、フランスやオ

ランダで開発された品種が多く作られています。

　日本人の感性で選んだ新しいＦ1 品種の開発を目指

し、親づくりを始めたのが 10 年前ですが、ここにきて

ようやく完成近くなり、Ｆ1 試作を始めたところです。

丸弁で品のある花容、冬の室内の窓辺を飾るのに適し

た品種を目指しています。もちろん２倍体品種なので、

耐寒性もあり、ガーデンシクラメンとしても使えます。

プリムラ・ポリアンサ

　こちらもスタートから８年、親の揃いもよくなり、

試作を開始したミニシクラメン

ササユリの優良個体 今年開花したサクユリ
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完成も近くなりました。５月中旬に播いたものが、９

月上旬には咲き出し、世界一開花の早いＦ1 品種になる

と思っています。高冷地だから早く咲くのか、完成す

るまでには場所を変えた試作も十分行い、仕上げにもっ

てゆくつもりです。

ナデシコ

　ナデシコも大好きな花の一つ、サカタのタネにいた

時にも多くの品種の開発を手がけたものです。今、手

がけているのは花保ちのよい４倍体の種子から育てる

品種です。一重咲きの切花カーネーションを矮性化し

たものや、トコナツ系を材料に、昨年Ｆ1 組み合わせを

したものが試作段階で、４か月余りも休みなく咲き続

けたのを見て、自分でもびっくりしています。売るほ

ど大量な種子を採るにはまだ数年かかると思いますが、

高冷地と暖地を使い、年２世代をすすめられるので、

頑張って続けていくつもりです。

園芸を広めるために
　茅ヶ崎試験場で、花の育種に取り組んでいたころは

園芸ブームで、各地で園芸講習会が開かれました。話

をするのは苦手でしたが、こと園芸に関することは別

で、会社に依頼があると、よく講師として派遣された

ものです。原稿の依頼も多く、新聞、雑誌にもよく記

事を書きました。著書も 20 を越すほどになりました。

今も年に数回は園芸教室の講師をつとめています。

　５年ほど前から、東京都文京区の中学校の理科担当

の先生たちが、実地の体験をしたいということで、毎

年８月末の２日間、研修にみえます。今年は新しい人

も含め６名が来場されました。中学でも園芸の授業が

あることを聞き、時代が大きく変わったことを感じて

います。ボランティアとして受けたことですが、人の

役に立つことは気持ちのよいものです。

　ハウスの一部にトマトをつくっていますが、水やり

を控えめにしていること、昼夜の温度差が非常に大き

いこともあり、甘味が強く、果肉の風味がよい自慢の

トマトが実ります。先生たちに食べていただき、野菜

づくりの話もしました。自家採種したノザワナの種子

をおみやげに上げ、感謝されました。

現役時代の記念の品種
　サカタのタネ在勤中に育成した品種で、最も印象に

残っているのは何かという質問をよく受けますが、や

はりそれは大きなヒット商品になったカンパニュラ・

メジューム（フウリンソウ）の「チャンピオン」です。

　フウリンソウは、昔から最も好きな花であり、自宅

でも毎年種子を播いて育てていました。夏前に播いて

翌年の６～７月に開花する典型的な二年草なので、夏

越しに失敗することもあり、改良の必要性を感じてい

ました。

　育種を本格的に始めたのは 1986 年、長後農場長に赴

任したころです。初めは誰もがつくりやすい秋播きで

栽培できる品種をつくろうと育種をスタートさせまし

た。花芽分化に必要な条件を変える生態型の育種です。

過去にダイアンサスの二年草を一年草化した経験を生

かし、７月播き、８月播き、９月播きと、毎年播種す

る時期を遅らせて、３年目には９月播きで咲くものを

作り上げました。そして、Ｆ1 品種として完成させたの

が 1990 年、大阪で開かれた F.Expo90 の年です。品種

名も自ら決め、メイシリーズとなりました。カンパニュ

ラのＦ1 品種としては世界で初めてのものです。切り花

試作段階のナデシコ 仕上げの段階に入ったアサガオ
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スタイルのよいものに仕上げたので、営利切花用に広

く利用され、今も作られています。

　秋播き一年草化に成功し、Ｆ1 採種技術を確立したこ

とをきっかけに、さらに大きな夢で春播き一年草化を

目指し、9 月播きから再び播種時期を遅くしてゆく方法

で、２月播きで咲くものに固定させました。温室と電

照設備を使い、年２世代を使い、再スタートから４年

でチャンピオンシリーズを完成させることができまし

た。茅ヶ崎試験場が掛川に移転した直後の 1998 年のフ

ローロ・セレクトで、チャンピオン・ブルー、チャン

ピオン・ピンクがダブル受賞し、金メダルを獲得しま

した。

　フローロ・セレクト（ＦＳ）はヨーロッパにある新

品種の審査会で、ＡＡＳ同様に世界的に権威のある審

査会で、優良品種を世界的に紹介する大きな役割を持っ

ています。

　教会の鐘に似た花型をもつこの花は、キリスト教徒

にとりわけ好まれることで、中南米の高地を利用した

リレー栽培で、世界中に切花が供給されていると聞き

ます。

　自分としては、サカタのタネ現役最後に手がけた品

種ということで、とくに思い出深いものがあります。

当時の金子社長から育種功労賞の表彰状と金一封をい

ただき、よい記念となりました。

　カンパニュラの‘チャンピオン’、ヒビスカスの‘サ

ウザンベル’、ダイアンサスの‘ミーティア’、コリウ

スの‘ハイウェイ’、ペンタスの‘湘南コメット’など、

ドライブなどで遠出すると、思わぬ場所で手掛けた品

種に出会うことがあります。多くの人たちに愛培され

る品種をつくれば、人の役に立つことを改めて感じる

ものです。

育種を志す方々へ
　最後に、これから花の品種改良を自分でもやってみ

ようという人に、ヒントになればと、自分の考えたこと、

やってきたことをまとめてみました。

　どの種類の改良をするのかは、人により違うのは当

然です。アマチュアの人は自分の好きな花、生産者育

種を志す方は、当然、生産品目のうちから種類を選ば

れると思います。育種材料になる品種をよく観察し、

つくりたいと思う育種目標の理想品種をまず決めるこ

とが大切です。

　扱う種類や品種が決まったら、育種方法の知識が必

要です。各花についての参考書は少ないものです。と

くに育種が進んでいない種類では、ほとんど記載した

ものがありません。このため、経験者、学識者のアド

バイスを受けるのが一番です。後は、よく観察したり、

実際に種子を採るために、交配を実験的に行うように

します。なお、最低必要な遺伝、育種園芸の基礎知識は、

大学の教科書をよく読まれることをお勧めします。

　花の育種には、美しいものを選ぶ目が必要です。花

の色や形、茎葉とのバランスなども対象となるので、

日ごろから美に対する感覚をきたえておくことも大切

です。写真を撮ったり、スケッチをしたりすることも、

センスをよくするのに役立ちます。

　夢を持ち、計画したことを実行し、やり遂げるには、

情熱と体力が必要です。日ごろから健康に気を配り、

夢を実現させてください。

現役時代の記念の品種
カンパニュラ・メディウム‘チャンピオン’




